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近
年
の
古
代
官
衙
遺
跡
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
郡
家
と
国
府
の
前
身
施
設
は
、
七
世
紀
後
半
代
に
は
す
で
に
設
潰
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
幾
つ
か
の
地
域
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
山
中
敏
史
氏
は
こ
れ
ら
の
遺
跡
に
つ
い
て
「
初
期
評
衙
、
初
期
国
衙
」
な
ど
と
類
別
呼
称
し
て
、
国
評
制
に
よ
る
地
方
支
配
の
画
期
を
見
出
す
な
ど
、
地
域
史
研
（１）
究
に
重
要
な
視
座
を
提
示
し
た
。
奈
良
時
代
の
古
代
下
野
国
は
九
郡
を
管
掌
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
各
郡
の
中
、
那
須
、
芳
賀
、
河
内
、
都
賀
、
寒
川
、
足
利
に
所
在
し
た
官
衙
遺
跡
や
寺
院
跡
、
古
道
跡
で
は
積
年
に
わ
た
り
調
査
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
発
掘
成
果
は
、
地
域
史
の
研
究
に
新
展
開
を
も
た
ら
す
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。
法
政
史
学
第
六
十
一
号
下
野
国
河
内
郡
家
と
文
字
資
料
は
じ
め
に
１
遺
跡
の
位
偶
（
第
１
、
２
図
）
西
下
谷
田
遺
跡
、
上
神
主
・
茂
原
官
衙
遺
跡
、
上
神
主
・
茂
原
遺
跡
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
代
に
限
れ
ば
一
群
の
遺
跡
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
た
ま
た
ま
発
掘
事
由
や
調
査
地
点
、
調
査
機
関
を
異
に
し
た
た
め
に
、
三
つ
の
相
違
し
た
遺
跡
名
で
報
告
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
遺
跡
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
、
古
代
下
野
川
の
官
衙
の
設
置
経
緯
と
地
域
史
を
考
え
る
た
め
に
、
最
近
報
告
さ
れ
た
河
内
郡
内
の
西
下
谷
川
遺（２）
跡
、
上
神
主
・
茂
原
官
衙
遺
跡
、
上
神
主
・
茂
原
遺
跡
の
調
査
成
果
を
主
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
て
、
遺
跡
と
両
下
谷
田
遺
跡
出
土
の
文
字
資
料
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
二
遺
跡
と
遺
構
群
の
様
相 田
能
びり､、
主目、ｖＩ 八○
彦
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所
在
地
は
、
栃
木
県
の
南
部
、
宇
都
宮
市
茂
原
字
江
面
、
西
下
谷
田
か
ら
河
内
郡
上
三
川
町
大
字
上
神
主
、
下
都
賀
郡
石
橋
町
下
古
山
に
か
け
て
の
行
政
界
付
近
で
あ
る
。
遺
跡
は
、
南
流
す
る
姿
川
と
田
川
に
挟
ま
れ
た
東
西
の
二
つ
の
台
地
に
位
置
し
て
お
り
、
西
側
の
祇
園
原
台
地
に
西
下
谷
田
、
東
側
の
神
主
台
地
に
上
神
主
・
茂
原
の
二
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
台
地
と
東
側
の
田
川
低
地
と
の
標
高
差
は
お
お
よ
そ
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
東
南
方
に
筑
波
の
山
な
み
、
晴
れ
た
日
の
東
北
方
の
遥
か
に
は
那
須
八
溝
の
山
塊
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
古
代
河
内
郡
は
、
「
和
名
抄
」
に
よ
れ
ば
「
丈
部
、
刑
部
、
大
続
、
酒
部
、
三
川
、
財
部
、
真
壁
、
軽
部
、
池
辺
、
衣
川
、
駅
家
（
高
山
（３）
寺
本
に
な
し
）
」
の
十
一
郷
を
管
掌
し
、
東
西
は
鬼
怒
川
か
ら
黒
川
・
姿
川
の
範
囲
、
南
北
が
現
在
の
今
市
市
や
鹿
沼
市
の
一
部
、
上
河
内
町
・
河
内
町
・
宇
都
宮
市
・
上
三
川
町
・
南
河
内
町
を
領
域
と
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
先
の
三
遺
跡
は
、
郡
域
の
や
や
南
部
、
宇
都
宮
市
と
上
三
川
町
の
行
政
界
に
確
認
さ
れ
て
い
る
古
道
（
東
山
道
）
が
南
西
に
進
み
、
台
地
を
登
っ
た
地
点
に
造
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
２
遺
跡
の
様
相
（
第
３
、
４
図
）
西
下
谷
田
遺
跡
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
区
画
施
設
と
棟
門
・
八
脚
法
政
史
学
第
六
十
一
号
門
、
そ
の
内
部
に
大
型
竪
穴
建
物
三
棟
、
掘
立
柱
建
物
十
棟
。
区
画
施
設
の
外
に
は
掘
立
柱
建
物
四
十
棟
、
竪
穴
住
居
六
十
六
軒
、
井
戸
十
基
、
水
場
遺
構
三
基
な
ど
で
あ
る
。
各
遺
構
は
、
こ
の
遺
跡
の
中
核
施
設
と
し
て
造
営
さ
れ
た
「
掘
立
柱
区
画
施
設
と
建
物
」
の
変
遷
期
（
Ｉ
、
Ⅱ
期
）
、
及
び
施
設
終
焉
後
の
遺
構
期
（
Ⅲ
期
）
と
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
期
の
年
代
は
、
出
土
し
た
土
器
か
ら
判
断
し
て
、
Ｉ
期
Ⅱ
七
世
紀
第
三
４
半
期
後
半
～
七
世
紀
第
四
４
半
期
前
半
、
Ⅱ
Ｂ
期
Ⅱ
八
世
紀
第
一
４
半
期
以
前
、
Ⅲ
Ａ
期
Ⅱ
八
世
紀
第
一
４
半
期
、
Ⅲ
Ｂ
期
Ⅱ
八
世
紀
第
二
４
半
期
頃
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
掘
立
柱
区
画
施
設
は
、
角
材
列
を
用
い
た
掘
立
柱
塀
が
お
お
よ
そ
東
西
百
八
メ
ー
ト
ル
（
三
百
六
十
尺
）
・
南
北
百
五
十
メ
ー
ト
ル
（
五
百
尺
）
を
長
方
形
に
囲
緯
す
る
施
設
で
あ
り
、
南
辺
塀
の
中
央
に
は
棟
門
（
Ｉ
期
）
や
八
脚
門
（
Ⅱ
期
）
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
施
設
内
の
敷
地
は
、
南
北
に
三
等
分
割
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
東
辺
塀
で
は
、
北
区
と
中
央
区
の
塀
中
央
北
側
寄
り
に
棟
門
が
設
置
さ
れ
ている。
施
設
内
部
の
建
物
は
、
北
区
と
中
央
区
で
は
東
辺
塀
側
に
側
柱
建
物
を
配
置
す
る
の
み
で
、
Ｉ
、
Ⅱ
期
と
も
敷
地
の
大
部
分
が
空
閑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
区
画
施
設
の
南
区
に
は
、
大
型
竪
穴
建
物
三
棟
や
敷
地
内
を
区
分
八
一
一
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す
る
掘
立
柱
塀
、
南
西
に
掘
立
柱
建
物
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
体
の
規
模
は
調
査
さ
れ
て
い
な
い
が
、
三
棟
以
上
の
東
西
棟
掘
立
柱
建
物
が
造
営
さ
れ
て
い
た
。
大
型
竪
穴
建
物
三
棟
は
、
Ｉ
期
に
造
営
さ
れ
、
Ⅱ
期
に
建
替
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
Ⅱ
期
で
の
規
模
は
、
１
，
万
Ⅱ
東
辺
七
・
八
メ
ー
ト
ル
、
南
辺
七
・
九
メ
ー
ト
ル
、
２
号
Ⅱ
東
辺
九
・
五
メ
ー
ト
ル
、
南
辺
九
・
一
メ
ー
ト
ル
、
３
号
Ⅱ
東
辺
一
七
二
五
メ
ー
ト
ル
、
南
辺
六
・
九
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
建
物
に
付
設
さ
れ
た
竈
は
、
煙
出
し
部
を
長
く
構
築
し
た
大
型
の
構
造
で
あ
っ
た
。
こ
の
施
設
の
東
方
に
は
、
側
柱
建
物
と
総
柱
建
物
、
及
び
こ
れ
ら
の
建
物
群
を
避
け
て
竪
穴
住
居
や
井
戸
が
作
ら
れ
て
い
る
。
西
下
谷
田
遺
跡
を
の
せ
る
台
地
の
東
端
は
溝
で
区
画
さ
れ
て
お
り
、
水
場
遺
構
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
区
画
施
設
の
様
相
か
ら
は
、
北
区
と
中
央
区
に
広
く
空
閑
地
を
設
定
し
、
南
区
に
側
柱
建
物
群
を
置
き
、
そ
の
南
東
の
一
角
に
大
型
の
食
・
住
空
間
（
「
厨
」
施
設
）
を
配
置
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
周
辺
に
は
、
小
型
の
倉
庫
、
管
理
棟
の
側
柱
建
物
、
施
設
の
維
持
と
管
理
・
実
務
に
従
事
し
た
の
で
あ
ろ
う
人
々
の
竪
穴
住
居
が
配
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
西
方
の
上
神
主
・
茂
原
の
二
遺
跡
の
西
門
は
、
本
施
設
の
南
門
を
通
る
中
軸
ラ
イ
ン
か
ら
約
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
（
二
千
五
百
法
政
史
学
第
六
十
一
号
尺
）
離
さ
れ
た
位
置
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
三
遺
跡
の
一
部
の
建
物
は
同
じ
造
営
計
画
の
基
に
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
上
神
主
・
茂
原
官
衙
遺
跡
と
上
神
主
・
茂
原
遺
跡
遺
跡
の
範
囲
は
、
大
略東西二百五十メートル、南北一一一百九十メートルである。
確
認
さ
れ
て
い
る
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
七
十
六
棟
（
内
総
柱
建
物
五
十
棟
）
、
瓦
葺
礎
石
建
物
一
棟
、
竪
穴
建
物
十
四
棟
、
井
戸
一一基、掘立柱塀一一条、区画溝である。文字瓦千二百点が出
土
し
て
い
る
。
上
神
主
台
地
の
東
端
に
位
置
す
る
遺
跡
は
、
南
北
に
長
い
占
地
（三百九十メートル）であり、南北西の一一一方は溝で区画さ
れ
て
い
る
。
東
方
は
、
台
地
の
崖
斜
面
に
面
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
溝
は
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。
西
辺
区
画
の
中
央
に
は
、
門
（八脚門ヵ）が設置されていた。
こ
の
遺
跡
の
変
遷
は
、
建
物
群
の
先
後
関
係
か
ら
Ｉ
～
Ⅳ
期
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
各
期
の
年
代
は
、
Ｉ
期
Ⅱ
七
世
紀
後
葉
、
Ⅱ
期
Ⅱ
八
世
紀
前
半
、
Ⅲ
期
Ⅱ
八
世
紀
後
半
、
Ⅳ
期
Ⅱ
九
世
紀
前
半
で
あ
る
。
遺
構
群
の
配
置
を
大
き
く
眺
め
れ
ば
、
北
半
地
区
に
は
、
側
柱
建
物
、
大
型
竪
穴
建
物
や
、
南
半
地
区
に
は
倉
庫
群
が
造
営
さ
れ
て
い
る
。
時
期
ご
と
で
は
、
Ｉ
．
Ⅱ
期
の
北
半
地
区
で
掘
立
柱
建
物
の
増
加
と
中
心
施
設
建
物
の
建
替
え
、
南
半
地
区
の
西
方
と
南
方
に
倉
庫
の
造
営
が
認
め
ら
れ
る
。
中
心
施
設
建
物
は
、
Ｉ
期
Ⅱ
南
面
庇
付
八
四
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東西棟（一一一×五間）とその西方に南北棟（二×十間）か
ら
、
Ⅱ
期
Ⅱ
中
央
に
四
面
庇
付
東
西
棟
（
三
×
六
間
）
と
そ
の
東
西
両
前
方
に
対
時
す
る
南
北
棟
（
二
×
十
間
）
へ
と
建
物
を
充
実
さ
せ
ている。
Ⅲ
．
Ⅳ
期
は
、
官
衙
中
心
建
物
も
含
め
て
北
半
地
区
に
は
主
な
掘
立
柱
建
物
が
建
て
ら
れ
な
い
時
期
で
あ
り
、
Ⅳ
期
に
は
小
型
の
竪
穴
住
居
が
作
ら
れ
て
い
た
。
区
画
の
溝
は
南
約
三
分
の
一
の
範
囲
を
限
る
施
設
と
な
る
。
区
画
内
は
総
柱
建
物
の
倉
庫
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
Ⅱ
．
Ⅲ
期
が
最
も
充
実
し
た
棟
数
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
Ⅲ
期
倉
庫
地
区
の
中
央
に
は
、
四
方
を
溝
で
区
画
し
た
中
に
長
大
な
瓦
葺
礎
石
建
物
（
四
×
十
四
間
）
が
、
八
世
紀
中
葉
頃
に
造
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
建
物
は
取
り
壊
さ
れ
、
区
画
溝
も
埋
め
ら
れ
て
、
そ
の
南
前
面
に
Ⅳ
期
東
西
棟
側
柱
建
物
（
二
×
十
九
間
）
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（４）
か
っ
て
上
神
主
廃
寺
と
も
呼
称
さ
れ
て
い
た
遺
跡
は
、
七
世
紀
後
葉
に
設
置
さ
れ
、
九
世
紀
代
ま
で
継
続
し
て
維
持
さ
れ
た
官
衙
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
遺
跡
の
（５）
中
心
施
設
建
物
は
「
政
庁
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
南
半
地
区
の
総
柱
建
物
群
は
正
倉
（
Ⅲ
期
以
降
）
で
あ
り
、
Ⅲ
。
Ⅳ
期
に
は
院
を
形
作
っ
て
い
た
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
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３
下
野
国
河
内
郡
家
西
下
谷
田
遺
跡
と
上
神
主
・
茂
原
官
衙
遺
跡
、
上
神
主
・
茂
原
遺
跡
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
あ
る
遺
跡
（
官
衙
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
に
ふ
れ
た
。
二
つ
の
台
地
に
配
置
さ
れ
た
施
設
の
変
遷
を
比
較
す
る
と
、
西
下
谷
遺
跡
の
区
画
施
設
の
方
が
、
後
者
の
遺
跡
よ
り
も
わ
ず
か
に
先
行
し
て
造
営
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
施
設
の
終
焉
時
期
も
八
世
紀
の
第
一
４
半
期
以
前
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
上
神
主
・
茂
原
の
遺
跡
は
、
正
倉
群
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
も
、
九
世
紀
前
半
代
ま
で
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。
「
政
庁
」
に
つ
い
て
は
七
世
紀
後
葉
に
配
置
さ
れ
、
八
世
紀
前
半
代
に
建
替
え
ら
れ
て
い
る
。
建
替
え
ら
れ
た
建
物
の
柱
掘
方
内
に
正
倉
地
区
の
瓦
の
断
片
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
八
世
紀
第
二
４
半
期
中
に
は
撤
去
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
「
政
庁
」
に
つ
い
て
は
、
多
功
遺
跡
に
移
さ
れ
た
と
の
見
方
が有力である。
二
つ
の
地
区
の
中
枢
施
設
を
比
べ
る
と
、
西
下
谷
田
遺
跡
の
方
で
は
官
衙
と
し
て
の
建
物
配
置
を
ま
だ
見
せ
て
は
お
ら
ず
、
生
活
施
設
と
掘
立
柱
建
物
が
同
一
敷
地
内
に
置
か
れ
て
い
た
。
上
神
主
・
茂
原
遺
跡
で
は
、
雑
舎
と
官
衙
（
「
政
庁
』
、
倉
庫
が
整
然
と
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
遺
跡
の
様
相
か
ら
官
衙
の
変
遷
を
推
測
し
て
み
れ
八五
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ば
、
下
毛
野
の
河
内
評
家
は
は
じ
め
に
西
下
谷
田
遺
跡
の
区
画
施
設
に
置
か
れ
る
（
Ｉ
期
）
こ
と
と
な
り
、
つ
い
で
「
政
庁
」
を
上
神
主
・
茂
原
の
遺
跡
に
遷
し
（
下
谷
田
遺
跡
Ⅱ
Ａ
期
）
、
奈
良
時
代
の
前
半
に
は
建
物
も
建
替
え
整
備
さ
れ
、
下
野
同
河
内
郡
家
と
し
て
機
能
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
西
下
谷
田
遺
（６）
跡
の
施
設
は
、
Ⅱ
期
に
は
国
宰
の
常
駐
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
続
け
て
い
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
上
神
主
・
茂
原
の
遺
跡
に
み
ら
れ
る
倉
庫
群
は
、
Ｉ
期
中
に
は
、
既
に
計
両
的
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
Ⅱ
期
に
増
加
し
た
倉
庫
は
、
Ⅲ
。
Ⅳ
期
に
は
区
両
施
設
で
囲
わ
れ
て
い
る
。
官
衙
と
し
て
は
範
囲
の
減
少
で
は
あ
る
が
、
倉
庫
群
の
独
立
し
た
管
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
解
釈
さ
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
倉
庫
に
蓄
え
ら
れ
た
稲
穀
の
管
理
方
式
の
変
更
で
あ
り
、
正
税
を
納
め
る
正
倉
（
不
動
倉
）
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
か
ら
か
と
思
わ
れ
る。ま
た
、
Ⅳ
期
九
世
紀
前
半
に
倉
庫
群
が
終
焉
を
迎
え
て
い
く
一
因
は
、
下
野
国
と
陸
奥
国
と
の
関
係
に
関
わ
る
対
蝦
夷
政
策
が
反
映
し
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
三
文
字
資
料
こ
こ
で
は
、
西
下
谷
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
墨
書
土
器
と
刻
書
士
法
政
史
学
第
六
十
一
号
１
墨
書
土
器
墨
書
土
器
は
土
師
器
二
点
と
須
恵
器
四
点
が
出
土
し
て
い
る
。
釈
読
で
き
る
資
料
は
、
須
恵
器
蓋
に
墨
書
さ
れ
た
九
七
九
土
器
の
み
で
あ
り
、
三
九
五
号
住
居
の
覆
土
第
１
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
住
居
は
人
為
的
に
埋
め
戻
さ
れ
て
い
た
の
で
、
土
器
は
こ
の
住
居
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。
須
恵
器
の
蓋
は
、
口
縁
部
の
外
周
内
側
に
カ
エ
リ
を
付
け
て
い
る
。
カ
エ
リ
の
端
部
は
、
口
唇
部
下
端
位
置
よ
り
も
上
で
あ
る
。
口
径
は
、
約
十
一
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
蓋
の
高
さ
は
約
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
土
器
の
年
代
は
、
七
世
紀
第
四
４
半
期
で
ある。
［釈文］「寺」
墨
書
箇
所
は
、
蓋
の
内
面
中
央
付
近
で
あ
る
。
小
さ
な
文
字
（
縦
約
一
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
○
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
な
ので、縦画が下方まで貫かれたように見えるが、「士十寸」
の
運
筆
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
寺
」
の
意
味
を
具
体
的
に
考
え
て
お
け
ば
、
遺
跡
が
河
内
評
に
所
在
す
る
こ
と
、
遺
跡
内
か
ら
下
野
薬
師
寺
で
使
わ
れ
た
も
の
と
同
種
の
瓦
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
同
時
代
の
河
内
評
内
に
器
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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下
野
国
河
内
郡
家
と
文
字
資
料
（
田
熊
）
／へ＿ 六グー一
八
七
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２
刻
書
土
器
刻
書
土
器
は
、
土
師
器
二
点
（
四
八
一
、
四
八
四
）
で
あ
る
。
四
八
一
は
口
縁
部
が
部
分
的
に
欠
け
て
い
る
も
の
の
、
土
器
の
五
分
の
四
は
残
る
。
四
八
四
は
、
底
部
四
分
の
一
ほ
ど
の
破
片
資
料
で
あ
る。・四八一刻書土器（第５図右）
こ
の
資
料
は
、
二
九
○
号
住
居
南
東
隅
の
覆
土
４
層
中
か
ら
出
土
し
た
土
師
器
杯
で
あ
る
。
住
居
は
使
用
後
に
し
ば
ら
く
の
間
放
棄
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
堆
積
士
か
ら
は
自
然
に
埋
没
し
た
よ
う
す
が
窺
え
た
。
土
器
は
住
居
南
東
隅
４
層
中
か
ら
の
出
士
な
の
で
、
住
居
廃
絶
時
（
遺
構
）
と
の
時
間
差
は
あ
ま
り
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
土
器
は
、
ヘ
ラ
削
り
に
よ
っ
て
浅
い
鍋
底
状
に
仕
上
げ
ら
れ
た
底
部
か
ら
、
ナ
デ
に
よ
る
口
縁
部
が
緩
や
か
に
外
側
に
開
く
器
形
で
あ
る
。
内
面
に
は
黒
く
漆
仕
上
げ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
口
径
二
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
器
高
が
三
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
土
器
で
あ
る
。
士
器
の
年
代
は
７
世
紀
第
４
四
半
期
で
あ
り
、
遺
構
期
区
分
の
Ⅱ
Ａ
期
に
あ
た
る
。
創
建
さ
れ
た
唯
一
の
寺
院
で
あ
る
下
理
薬
師
寺
の
名
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
遺
跡
と
寺
院
と
の
関
わ
り
を
類
推
さ
せ
る
資
料
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
法
政
史
学
第
六
十
一
号
［釈文］
「
大
乃
」
刻
字
箇
所
は
、
底
部
外
面
中
央
の
や
や
外
側
で
あ
る
。
文
字
は
、
中
心
か
ら
外
方
へ
と
二
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
。
刻
字
は
、
尖
端
鋭
利
な
刃
物
で
直
線
的
に
細
い
線
で
書
き
と
ど
め
ら
れ
て
い
た
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
大
字
が
縦
一
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
乃
字
は
縦
一
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
。
字
画
を
刻
む
順
序
は
、
大
字
が
横
画
一
に
人
、
乃
字
は
ノ
部
の
方
が
後
に
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
二
文
字
は
、
土
器
焼
成
後
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
・四八四刻書士器（第５図左）
こ
の
資
料
は
、
二
九
○
号
住
居
の
覆
土
１
層
中
か
ら
出
土
し
た
土
師
器
杯
で
あ
る
。
住
居
の
埋
士
は
、
前
記
し
た
よ
う
に
自
然
な
堆
積
状
態
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
住
居
か
ら
は
、
金
銅
製
毛
彫
馬
具
（帯先金具）、円面硯、転用硯、男瓦などが出土している。
土
器
は
、
ヘ
ラ
削
り
に
よ
っ
て
鍋
底
状
に
仕
上
げ
ら
れ
た
底
部
の
破
片
資
料
で
あ
る
。
内
面
は
、
ナ
デ
に
よ
る
仕
上
げ
で
あ
る
。
器
種
は
、
浅
い
鍋
底
状
の
底
部
か
ら
口
縁
部
が
外
方
に
立
ち
上
が
る
杯
で
あ
ろ
う
。
土
器
の
年
代
は
、
四
八
一
資
料
と
同
じ
七
世
紀
第
４
四
半
期
で
あ
ろ
う
。
遺
構
期
区
分
で
は
Ⅱ
Ａ
期
が
該
当
す
る
。
［釈文］
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〔
岡
大
舎
〕
×
乃
回
こ
奔
奪
」〔大舎〕
刻
字
箇
所
は
、
底
部
外
面
で
あ
る
。
文
字
は
、
二
行
に
わ
た
り
記
さ
れ
て
い
る
。
刻
字
は
、
四
八
一
資
料
と
同
様
に
尖
端
鋭
利
な
刃
物
で
直
線
的
に
書
か
れ
て
い
る
。
一
行
目
は
、
上
方
が
欠
け
て
い
る
も
の
の
、
小
さ
め
に
二
文
字
を
刻
み
、
一
宇
分
を
空
け
て
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
二
文
字
を
配
字
し
て
い
る
。
文
字
は
、
下
方
に
は
続
か
な
い
。
二
行
目
に
は
、
一
行
目
下
半
の
二
文
字
と
同
じ
文
字
が
、
一
行
目
に
空
け
ら
れ
た
文
字
間
の
左
側
に
記
さ
れ
て
い
る
。
文字の大きさは、一行目上一一文字が縦二・一一一センチメー
トル、幅一・一一一センチメートル、下一一文字は、縦二・一セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
二
行
目
は
、
一
行
目
下
半
と
同
じ
文
字
が
縦
二
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
中
に
刻
字
さ
れ
て
い
る
。
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
を
行
の
中
心
軸
で
み
る
と
、
一
行
目
上
二
文
字
が
左
上
か
ら
右
下
へ
傾
き
、
下
二
文
字
が
ほ
ぼ
垂
直
に
彫
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
二
行
目
も
ほ
ぼ
垂
直
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
字
配
り
か
下
野
国
河
内
郡
家
と
文
字
資
料
（
田
熊
）
ら
、
刻
字
の
順
序
は
一
行
目
上
二
文
字
、
続
け
て
そ
の
下
に
二
文
字
を
記
し
、
行
を
か
え
て
同
じ
二
文
字
を
刻
書
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
四
八
一
、
四
八
四
の
刻
書
文
字
は
、
「
乃
」
が
同
じ
字
形
で
あ
る
。
このような文字は、「了、ア、マ」の形とみて、「部」の草
行
書
体
が
古
く
漢
代
（
居
延
漢
簡
）
に
は
こ
の
字
形
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
古
墳
時
代
の
六
世
紀
後
葉
代
に
は
す
で
に
島
根
県
岡
（７）
田山一号墳「各田口」銘鉄剣に詞いめられるなど、早くに伝
来し定着した略体表記の文字であるとみなされる。一方、
「
部
」
の
妾
部
分
は
「
日
（
新
羅
真
興
王
巡
狩
碑
）
、
、
（
丹
陽
赤
（８）
城碑）、乃（加耶下部田心利一軍）」に作るが、妾「乃」のみで
「部」字を表すことはないようなのである。
「乃」の字形は、「戸」の槽書体に由来する連続した運筆
の
字
形
に
も
近
似
し
た
形
で
あ
る
。
こ
の
字
形
の
文
字
も
七
世
紀
中
葉
以
降
に
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「部」、「戸」の文字の使い分けは、七～八世紀の資料に
お
い
て
は
原
則
が
あ
る
。
評
制
下
の
資
料
で
は
、
氏
の
名
に
は
「
部
」
（
了
、
ア
、
二
字
が
あ
て
ら
れ
、
五
十
戸
の
里
名
表
記
に
は
「
戸
」
（
乃
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
で
は
、
氏
の
名
に
「
戸
」
字
が
使
わ
れ
て
い
た
「
史
部
ｌ
史
戸
、
飛
鳥
部
ｌ
飛
鳥
戸
、
春
日
部
ｌ
春
日
戸
、
安
宿
戸
」
な
ど
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
氏
の
名
表
記
は
ほ
ぼ
「
部
」
字
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
る
八九
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』ハノｏ千
葉
県
印
旛
郡
栄
町
の
龍
鐸
月
寺
五
斗
蒔
瓦
窯
跡
、
龍
角
寺
か
ら
（ｑ〉）
は
、
刻
字
さ
れ
た
多
数
の
瓦
が
出
士
－
）
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
瓦
の
中
に「服・服止・皮止旧・止向ｐ・けい皮止（龍角寺五斗蒔瓦窯
跡
）
、
服
止
Ⅲ
（
龍
角
寺
）
」
と
文
字
を
記
す
瓦
が
あ
り
、
省
略
や
重
複
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
「
ハ
ト
リ
ベ
」
と
読
め
る
こ
と
を
東
野
治
〈、）
之氏は指摘－」ている。
「
部
」
字
は
、
古
く
か
ら
偏
と
妾
を
含
め
て
表
記
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
労
の
み
が
「
了
、
ァ
、
マ
」
と
略
さ
れ
て
書
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
例
の
よ
う
な
字
形
「
乃
」
の
「
部
」
字
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
了
、
ア
、
マ
」
字
形
に
系
譜
が
た
ど
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
労
を
略
表
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
発
生
と
伝
来
の
系
譜
は
、
現
段
階
で
は
朝
鮮
半
島
の
隣
国
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
憶
測
し
て
い
る
の
だ
が
。
こ
の
文
字
が
、
東
国
有
数
の
古
寺
で
あ
る
龍
角
寺
の
刻
字
瓦
と
新
羅
の
土
器
を
多
く
出
土
し
た
西
下
谷
田
遺
跡
か
ら
見
出
さ
れ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
龍
角
寺
の
造
営
技
術
者
・
造
瓦
と
文
字
の
刻
字
者
は
い
ず
れ
の
人
で
あ
っ
た
の
か
は
特
に
論
及
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
西
下
谷
田
遺
跡
で
は
渡
来
人
と
の
関
わ
り
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
地
方
に
お
け
る
文
字
書
写
力
を
備
法
政
史
学
第
六
十
一
号
え
た
人
士
群
の
推
測
と
文
字
筆
写
能
力
の
獲
得
、
在
地
の
言
葉
を
漢
字
表
記
す
る
こ
と
の
問
題
の
一
端
が
窺
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
「
乃
」
字
を
「
ベ
」
（
或
い
は
ト
モ
）
と
読
み
、
氏
の
名
を
表
し
た
「
部
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
漢
字
に
は
「
部
」
の
秀
「
旧
」
字
形
が
あ
て
ら
れ
る
の
で
は
と
推
測
し
た
。
ヨー」」四八四の刻書文字は、「岡」の異体字である。同時
代
何
例
の
一
つ
に
岐
阜
県
御
嵩
町
雨
川
遺
跡
出
土
の
「
卍
本
」
銘
が
（ｕ）
あ
り
、
岡
は
「
足
」
と
判
読
さ
れ
て
い
る
。
異
体
字
岡
の
下
半
は
、
確
か
に
「
止
」
で
あ
ろ
う
。
西
下
谷
田
遺
跡
例
は
、
下
半
が
連
続
し
た
運
筆
な
の
で
「
止
」
「
正
」
の
ど
ち
ら
の
文
字
を
刻
字
し
た
も
の
か
決
め
ら
れ
な
い
。
四
八
四
の
刻
書
文
字
「
害
」
は
、
二
文
字
を
合
筆
し
た
も
の
と
考
え
た
。
上
字
は
「
大
」
で
あ
り
、
そ
の
下
に
「
舎
」
を
組
み
合
わ
せ
た
文
字
で
あ
る
。
大
の
「
人
」
と
舎
の
一
二
画
が
重
な
る
。
右
行
で
は
大
の
左
払
い
が
長
く
、
右
払
い
が
二
度
彫
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
左
行
の
文
字
に
は
、
舎
の
一
画
の
刻
線
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
合
字
の箇所には、刻字前に、底部仕上げのためのへ一フ削りが左
上
か
ら
右
下
方
へ
斜
め
に
施
さ
れ
て
い
た
。
仮
に
、
「
大
舎
」
に
続
け
て
、
「
人
」
な
ど
の
右
払
い
が
記
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
削
り
方
向
と
重
な
る
こ
と
に
な
る
の
で
慎
重
に
観
察
し
た
が
、
文
字
の
刻
線
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
九
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刻書文字の意味は、四八一の「大乃」、四八四の「乃岡」
と
も
に
氏
・
名
の
一
部
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
大
乃
」
は
、
七
世
紀
中
葉
に
比
定
さ
れ
る
飛
鳥
京
第
十
次
出
土
Ⅲ
「
大
部
浴
□
□
」
。
⑤
「
大
部
□
□
□
」
・
佃
「
大
部
阿
西
利
」
に
認
め
ら
れ
る
（Ⅲ）
「
大
部
」
と
も
読
み
が
通
じ
る
氏
名
の
資
料
で
あ
る
「
大
部
」
で
あ
れ
ば
、
当
遺
跡
と
一
体
に
造
営
さ
れ
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
茂
原
・
上
神
主
遺
跡
か
ら
「
大
伴
」
と
刻
字
さ
れ
た
瓦
（
八
世
紀
中
葉
）
が
出
土
し
て
お
り
、
河
内
郡
内
に
所
在
し
て
い
た
氏であったことが窺われる。
四
八
四
の
「
乃
岡
」
資
料
は
、
氏
の
名
と
名
前
の
部
分
で
あ
ろ
う
が
、
何
氏
を
記
し
た
も
の
か
不
詳
。
こ
れ
に
続
く
「
大
舎
」
の
文
字
は
、
一
案
は
、
「
倭
名
類
聚
抄
」
十
居
所
の
訓
み
で
は
、
「
舎
」
は
「
屋
」
と
同
意
な
の
で
、
「
大
屋
」
の
用
語
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
読
み
を
遺
跡
に
引
き
付
け
て
あ
て
れ
ば
、
直
接
に
は
区
画
施
設
建
物
群
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
当
遺
跡
を
表
現
し
た
表
記
で
あ
っ
た
と
み
れ
ば
、
公
的
施
設
の
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れない。
さ
て
、
次
案
は
、
「
大
舎
」
が
「
大
舎
人
」
を
省
略
表
記
し
た
文
字
と
考
え
て
、
「
某
乃
岡
」
氏
の
職
掌
、
履
歴
に
伴
う
尊
称
が
刻
字
さ
れ
て
い
た
と
想
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
案
は
、
四
八
四
資
料
の
文
字
は
す
べ
て
が
氏
・
名
と
出
自
に
下
野
国
河
内
郡
家
と
文
字
資
料
（
川
熊
）
小
論
は
、
河
内
郡
内
に
所
在
す
る
下
谷
田
遺
跡
、
上
神
主
・
茂
原
遺
跡
、
上
神
主
・
茂
原
官
衙
遺
跡
の
調
査
成
果
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
三
遺
跡
が
一
つ
の
官
衙
跡
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
概
述
し
た
も
のである。
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
評
家
と
し
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
後
奈
良
時
代
に
入
り
郡
家
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。
「
政
庁
」
が
上
神
主
・
茂
原
官
衙
遺
跡
に
造
営
さ
れ
て
か
ら
後
の
西
下
谷
田
遺
跡
区
画
施
設
は
、
国
宰
の
「
常
駐
施
設
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
上
神
主
・
茂
原
官
衙
遺
跡
の
倉
庫
群
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
奈
良
関
わ
る
も
の
と
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
「
大
舎
」
（、）
の〈口字を新羅南山新城碑の第一一一碑にみられる結合文字と同
様
な
文
字
表
記
と
み
て
、
新
羅
の
官
位
「
大
舎
」
と
理
解
し
、
「
□
乃岡大舎」と読むことができる。
第
三
案
を
と
れ
ば
、
上
神
主
・
茂
原
に
確
認
さ
れ
た
遺
跡
（
官
衙
）
で
は
渡
来
人
が
実
際
直
接
に
来
往
し
て
い
た
証
左
の
一
つ
と
も
な
り
、
ま
た
「
日
本
書
紀
」
に
記
録
さ
れ
た
下
毛
野
国
に
関
わ
る
渡
（皿）
来人移配記事の理解も、ヘマ後は見直されなければならない
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
四
お
わ
り
に
九
一
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時
代
後
半
（
Ⅲ
期
）
に
正
倉
が
溝
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
こ
と
、
及
び
九
世
紀
前
半
に
衰
退
す
る
事
由
な
ど
を
考
え
た
。
西
下
谷
田
遺
跡
出
土
の
文
字
資
料
は
、
墨
書
土
器
「
寺
」
と
刻
書
土器「大乃」、「大舎」（合字）の一一一点を報告した。
「
寺
」
は
下
野
薬
師
寺
を
意
味
す
る
こ
と
、
「
乃
」
は
こ
の
時
代
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
［
部
の
略
体
表
記
Ⅱ
了
、
ァ
、
己
で
は
な
く
、
［
部
の
妾
、
が
書
記
さ
れ
た
］
字
形
で
あ
る
、
と
推
測
し
た
。
さ
ら
に、「大舎」（合字）の文字は、大舎Ⅱ大屋、大舎人とも読
め
る
が
、
渡
来
人
に
か
か
わ
り
新
羅
の
官
位
「
大
舎
」
の
文
字
が
こ
の
遺
跡
で
直
接
に
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
提
案
し
た
い。註（
１
）
山
中
敏
史
「
古
代
地
方
官
衙
遺
跡
の
研
究
」
一
九
九
四
（
塙
書
一房）
（２）梁木誠・深谷昇「上神主・茂原官衙遺跡」二○○一一一（上
三
川
町
教
育
委
員
会
・
宇
都
宮
市
教
育
委
員
会
）
、
安
永
真
一
「
上
神
主
・
茂
原
茂
原
向
原
北
原
東
」
二
○
○
一
（
栃
木
県
教
育
委
員
会
。
（
財
）
と
ち
ぎ
生
涯
学
習
文
化
財
団
）
、
板
橋
正
幸
等
「
西
下
谷田遺跡」一一○○三（栃木県教育委員会．（財）とちぎ生
涯
学
習
文
化
財
団
）
。
遺
跡
、
文
字
資
料
の
要
約
は
、
こ
の
三
報
告
に
よ
っ
た
。
田
熊
報
告
箇
所
に
つ
い
て
は
、
小
論
と
重
複
す
る
記
述
法
政
史
学
第
六
十
一
号
が
あ
る
。
本
文
の
第
１
～
４
図
は
、
各
遺
跡
報
告
書
か
ら
引
用
し
た。
（３）池邊彌「和名類聚抄郷名證考」一九七六（吉川弘文館）
（
４
）
上
神
主
・
茂
原
遺
跡
の
調
査
研
究
史
は
、
田
熊
清
彦
・
田
熊
信
之
「下野国河内郡内出土の古瓦」一九八○（中日史文研）を
参照。
（５）「上神主・茂原官衙遺跡」二○○三の「政庁」によった。
（
６
）
酒
寄
雅
志
「
律
令
国
家
の
誕
生
と
下
毛
野
国
」
「
律
令
国
家
の
誕
生
と
下
毛
野
国
」
二
○
○
三
（
栃
木
県
教
育
委
員
会
）
で
は
、
「
国
宰
所
」
と
記
述
し
て
い
る
。
（７）各田ア銘鉄剣（島根県松江市岡田山１号墳）「出雲岡田
山
古
墳
」
一
九
八
七
（
島
根
県
教
育
委
員
会
）
東
野
治
之
「
金
石
文
・
木
簡
」
「
古
代
の
漢
字
と
こ
と
ば
」
第
５
巻一九八八（明治書院）には、「、」（部）などの略体文字
の
使
用
は
そ
の
先
縦
を
朝
鮮
・
中
国
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
字
形
も
部
の
妾
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
と
既
に
指
摘
さ
れ
ている。
（
８
）
新
羅
真
興
王
巡
狩
碑
、
丹
陽
石
城
碑
は
国
立
慶
州
博
物
館
「
文
字
か
ら
見
た
新
羅
」
二
○
○
二
、
加
耶
出
土
の
下
部
思
利
壼
銘
は
釜
山
市
広
域
市
立
博
物
館
「
遺
物
に
刻
ま
れ
た
古
代
文
字
」
一
九
七
七
を
参照。
（９）（財）印旛郡市文化センター「龍角寺五斗蒔瓦窯跡」、多
宇
邦
雄
「
下
総
龍
角
寺
文
字
瓦
考
」
「
古
代
探
叢
」
’
九
六
五
（
早
稲
田
大
学
出
版
局
）
の
掲
図
文
字
瓦
に
よ
る
。
九
一
一
Hosei University Repository
井
上
秀
雄
「
朝
鮮
で
の
文
字
の
展
開
」
「
文
字
」
一
九
七
五
（
社
会
思
想
社
）
結
合
文
字
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
（ｕ）「Ⅱ本書紀」持統天皇元年一一一月丙戊、三年夏四Ⅱ庚寅、
四
年
八
月
乙
卯
の
新
羅
人
を
下
毛
野
国
に
層
せ
し
め
た
と
の
記
事
。
本
遺
跡
出
土
の
「
新
羅
土
器
」
に
関
し
て
は
、
板
橋
正
幸
「
栃
木
県
内
出
土
の
新
羅
土
器
」
「
研
究
紀
要
」
第
９
号
二
○
○
’
（
と
ち
ぎ
生
涯
学
習
文
化
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
を
参
照
さ
れ
た
い。
（
巴
）
新
羅
南
山
新
城
碑
二
文
字
か
名
「
大
舎
」
の
今
字
が
み
え
る
。
両
）
東
野
治
之
「
龍
角
寺
瓦
窯
の
文
字
瓦
と
金
石
文
」
「
官
営
工
房
研
究
会
６
」
一
九
九
九
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
）
（ｕ）「岡本」銘刻書土器（岐阜県御嵩町雨田遺跡）「文字の登
場
、
そ
し
て
広
ま
り
」
二
○
○
一
（
美
濃
・
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
）
、
岩
野
見
可
「
岡
本
」
箆
書
き
須
恵
器
の
新
例
」
「
楢
崎
彰
一
先生古希記念論文集」一九九八。
（
ｕ
）
秋
山
日
出
雄
「
第
二
章
第
一
節
木
簡
」
「
飛
鳥
京
二
」
’
九
八
○
（
奈
良
県
教
育
委
員
会
）
、
市
大
樹
「
石
神
遺
跡
第
四
次
調
査
出
土
の
木
簡
」
二
○
○
三
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
下
野
国
河
内
郡
家
と
文
字
資
料
（
田
熊
）
（付記）
こ
の
小
論
の
概
要
は
既
に
伊
藤
玄
三
先
生
の
演
習
で
報
告
し
、
種
々
の
ご
指
導
を
賜
っ
て
い
る
。
深
謝
申
し
あ
げ
た
い
。
ま
た
、
文
部
、－〆
二
文
字
か
ら
見
た
新
羅
」
）
の
第
三
碑
に
官
位
字
資
料
に
つ
い
て
は
、
平
川
南
、
東
野
治
之
、
酒
寄
雅
志
の
三
氏
よ
り
ご
示
教
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
遺
跡
の
調
査
成
果
で
は
、
田
辺
征
夫
、
梁
木
誠
、
深
谷
昇
、
板
橋
正
幸
の
各
氏
か
ら
詳
細
な
説
明
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
諸
氏
の
ご
援
助
に
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
九
＝￣
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